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一

忠
平
の
禁
色
聴
許
に
つ
い
て
は
、

『大
和
物
語
』
に
記
さ
れ
て
い
る
。

他
に
、
こ
の
件
を
記
し
た
資
料
は
現
存
し
な
い
よ
う
で
あ
る
。
彼
の
雑
抱

聴
許
の
件
な
ら
、

「
公
卿
補
任
』
等
に
記
さ
れ
て
い
る
が
。
勿
論
、
そ
れ

等
に
記
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
と
言
っ
て
、
そ
の
、
忠
平
の
禁
色
聴
許
の
件

が
あ
や
し
い
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
例
え
ば
、
能
信

（道
長
五
男
）
は
禁

色
を
聴
さ
れ
て
い
る

（
『御
堂
関
自
記
』
長
和
元

。
十

・
廿
五
）
の
に
、

『公
卿
補
任
』
等
に
は
そ
れ
を
記
し
て
い
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。

で
は
、
忠
平
の
禁
色
聴
許
の
時
期
で
あ
る
が
、

「大
和
物
語
』
に
は
、

彼
の
妻
菅
原
君
卒
去
の
為
の
喪
が
あ
け
た
頃
１
、
彼
の
中
弁
時
代
２
、
の

二
点
を
記
し
て
い
る
。
が
、
２
は
問
題
の
あ
る
と
こ
ろ
。
１
で
は
、
先
、

菅
原
君
卒
去
の
年
を
知
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

北
方
卒
、
只
被
取
人
″
奉
弔
　
　
　
　
　
　
　
（
『貞
信
公
記
抄
』
）

左
大
臣
室
家
源
氏
卒
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
日
本
記
略
』
）

と
も
に
、
延
長
三
年
四
月
四
日
の
、
忠
平
室
の
卒
去
記
事
で
あ
る
。
忠

Ａ巳
円
田
凹
　
　
Ｌ
Ｃ
レ
よ

り
Ｌ

平
に
は
、
源
順
子

（１
）

（菅
原
君
、
宇
多
皇
女
）
、
源
昭
子

（能
有
女
）

の
、
と
も
に
源
姓
の
二
人
の
妻
が
い
た
。
従

っ
て
、
そ
の
卒
去
記
事
が
ど

ち
ら
の
も
の
か
は
判
断
し
難
い
の
で
あ
る
が
、
大
日
本
古
記
録

『貞
信
公

記
抄
』
で
は
順
子
と
採
り
、
現
代
の
、

『大
和
物
語
』
諸
注
釈

（大
系

。

全
書

・
全
集

・
校
注
古
典
叢
書
等
）
も
同
様
で
あ
る

（
２
）
。
源
順
子
に

関
す
る
、

『本
朝
皇
胤
紹
運
録
』
の
頭
注
に
、
前
記
の
、

『
日
本
紀
略
』

延
長
三
年
四
月
四
日
条
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
思
い
出
す
。
そ
の
順
子

説
に
対
し
て
、
追
徹
郎
氏
は
、
昭
子
と
採
ら
れ
、
順
子
は
昌
泰
三
年
の
実

頼
御
産
直
後
、
没
し
て
い
る
、
と
の
御
説
を
立
て
ら
れ
た

（
『大
和
物
語
』

人
物
考
証
―

「太
政
大
臣
の
北
の
方
」
と

「
菅
原
の
君
」
―

『古
代
文
学

論
集
』
所
収
　
昭
四
十
九

。
一
）
。

実
は
、
迫
氏
の
、
そ
の
根
拠
は
、
忠
平
の
禁
色
聴
許
の
時
期
で
あ
っ
た
。

関
根
正
直
著

『新
修
有
職
故
実
辞
典
』
や
高
柳
光
寿

・
竹
内
理
三
編

『
日

本
史
辞
典
』
の

「禁
色
」
の
項
を
引
か
れ
、

「禁
色
許
可
は
殿
上
人
に
対

し
て
与
え
ら
れ
る
も
の
」
と
さ
れ
、
こ
の
こ
と
を
実
際
に

『公
卿
補
任
』

の
禁
色
の
例
に
当
り
確
か
め
て
い
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
延
長
三
年
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当
時
正
三
位
左
大
臣
の
忠
平
が
、
同
年
四
月
四
日
卒
去
の
妻
の
喪
明
け
頃

に
禁
色
を
聴
さ
れ
る
筈
は
な
い
の
で
、
問
題
の
あ
る
と
し
た
、
前
記
の
、

忠
平
中
弁
時
代
の
と
こ
ろ
、
異
本
の

「
弁
」
を
採
り
、
彼
の
禁
色
聴
許
の

時
期
を
大
弁
時
代

（
昌
泰
三
年
五
月
十
五
日
～
延
長
八
年
）
で
あ
る
、
と

推
定
さ
れ
た
。
こ
の
結
果
、
そ
の
延
長
三
年
卒
去
の
妻
は
順
子
で
は
な
く
、

昭
子
と
結
論
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
順
子
卒
去
を
昌
泰
三
年
の
実
頼
御
産
直

後
と
さ
れ
た
の
は
、
次
男
師
輔

。
四
男
師
氏

・
五
男
師
芦
達
が
昭
子
所
生

で
あ
る
の
に
よ
る
。
長
女
貴
子
も
昭
子
所
生
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
そ
う

す
る
と
、
忠
平
の
禁
色
聴
許
の
時
期
は
、
結
局
、
昌
泰
四
年

（七
月
十
五

日
改
元
為
延
喜
元
年
）
と
さ
れ
た
こ
と
に
な
ろ
う

（
３
）
。

忠
平
の
禁
色
聴
許
に
つ
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
ご
論
が
あ
り
、
今
更
の

感
も
あ
る
が
、
私
は
こ
の
件
を
装
束
の
面
か
ら
考
察
し
て
み
よ
う
と
思
う
。

二

『吏
部
王
記
』

（
『源
語
秘
訣
』
所
引
）
天
慶
九
年
九
月
十
日
条
に
は
、

極
め
て
興
味
深
い
記
述
が
あ
る
。

「
詔
裂
蔵
人
右
衛
門
尉
中
原
助
信
宿
直

衣
云
々
」
と
、
詔
に
よ
り
助
信
の
宿
直
衣
が
破
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
は
、
次
の
様
な
事
情
が
あ
っ
た
。

昨
夕
主
上
御
‘
殿
上
侍
ヽ
披
「
見
助
信
所
‘
随
身
・
之
裏
中
衣
上。
紅

色
頗
深
。
働
所
レ
破
。

「
深
紅
衣
服
」
の
禁
制
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
延
喜
十
七
年
十
二
月

二
十
五
日
の
三
善
清
貫
の
奏
請
は
じ
め
、
延
喜
十
八
年
、
延
長
四
年
、
承

平
七
年
、
天
慶
五
年
と
、
頻
繁
に
勅
が
発
せ
ら
れ
て
い
る

（
『政
治
要
略
』

）
。
そ
の
、
村
上
天
皇
の
詔
は
、

「
着
＾
諸
禁
色
・
者
、
皆
従
二
破
却
・
」

（
『
三
代
実
録
』
貞
観
十
二
。
十
二
・
廿
五
）
の
官
符
に
照
し
、
規
則
を

実
行
さ
れ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

「吏
部
王
記
』
に
は
、
続
け
て

「
或
云
、

宿
衣
私
物
、
非
二
人
主
可
・
開
看
ス
頗
渉
・
苛
酷
・
」
と
記
し
て
い
る
が
、

蔵
人
の
職
掌
が

『蔵
人
式
』

（
『侍
中
群
要
』
所
引
）
に

「禁
制
装
束
乱

猥
」
と
し
て

「右
供
「
奉
殿
上
・
可
レ
尋
‘
儀
度
・
而
昼
時
夜
装
束
乱
唇

褻
服
宜
レ
加
・
禁
過
・
勿
レ
令
‘
復
然
・
若
有
‘
犯
者
・
従
‘
追
却
・
」

と
記
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
の
職
に
在
る
助
信
だ
と
い
う
こ
と
を
念

頭
に
置
い
て
、
天
皇
の
御
行
為
と
詔
は
解
釈
さ
れ
る
べ
き
か
。

早
く
は
、
五
位
の
五
世
王
豊
前
が
紫
を
着
て
い
た
の
を
糾
弾
さ
れ
て
、

後
、
緋
に
改
め
て
い
る

（
『
三
代
実
録
』
貞
観
七

。
二

。
二
）
。
豊
前
は

自
分
に
諸
王
の
規
定
を
当
て
は
め
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
二
位
～
五
位
の

諸
王
の
位
色
は
、

「衣
服
令
」
に

「
浅
紫
」
と
規
定
さ
れ
、
後
、
弘
仁
元

年
九
月
二
十
五
日
に

「
中
紫
」
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
五
世
王

は
、
名
だ
け
の
王
で
、
皇
親
に
入
れ
ら
れ
ず
、
諸
臣
の
列
に
入
れ
ら
れ
て

い
る

（
『続
日
本
紀
』
慶
雲
三

。
二
・
十
六
）
。
従
っ
て
、
五
位
の
五
世

王
豊
前
の
位
色
は

「浅
緋
」

（
「
衣
服
令
」
）
と
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

長
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
助
信
、
豊
前
の
例
に
、
禁
色
の
重
大
さ
が

示
さ
れ
て
い
た
か
と
思
う
。

で
は
、
問
題
の

『大
和
物
語
』

（全
集
）
の
本
文
を
記
す
こ
と
に
す
る
。

お
な
じ
お
ほ
き
お
と
ど
、
左
の
大
臣
の
御
母
菅
原
の
君
か
く
れ
た
ま
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ひ
に
け
り
。
御
服
は
て
た
ま
ひ
に
け
る
こ
ろ
、
亭
子
の
帝
な
む
、
内

に
御
消
息
聞
え
た
ま
ひ
て
、
色
ゆ
る
さ
れ
た
ま
ひ
け
る
。
さ
り
け
れ

ば
、
大
臣
い
と
清
ら
に
蘇
芳
が
ぎ
潤
な
ど
着
た
ま
ひ
て
、
后
の
宮
に

ま
ゐ
り
た
ま
う
て
、

「
院
の
御
消
息
の
い
と
う
れ
し
く
は
べ
り
て
、

か
く
色
ゆ
る
さ
れ
て
は
べ
る
こ
と
」
な
ど
聞
え
た
ま
ふ
。
さ
て
、
よ

み
た
ま
ひ
け
る
。

ぬ
ぐ
を
の
み
悲
し
と
思
ひ
し
な
き
人
の
か
た
み
の
色
は
ま
た
も

あ
り
け
り

と
て
な
む
泣
き
た
ま
ひ
け
る
。

（
そ
の
ほ
ど
は
中
弁
に
な
む
も
の
し

た
ま
ひ
け
る
。
）

傍
線
の

「
蘇
芳
が
さ
ね
」
は
、
忠
平
が
禁
色
聴
許
の
御
礼
の
挨
拶
に
中

宮
御
所
に
参
上
し
た
時
の
服
装
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

「
か
く
色
ゆ
る
さ

れ
て
」
の

「
か
く
」
は
蘇
芳
襲
を
指
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

「
蘇

芳
が
さ
ね
」
に
対
し
て
、

『大
和
物
語
虚
静
抄
』
に

『桃
華
薬
葉
』
を
引

い
て
、桃
華
薬
葉
…
…
夏
下
襲
の
下
云
蘇
芳

〈薄
物
遠
菱
文
瑠
「
禁
□
「
欠

潮
口
君
辺
云
々
〉
又
云
蘇
芳
に
て
黒
む
ほ
と
是
を
そ
む
夏
の
下
襲
を

は
蘇
芳
の
下
か
さ
ね
と
な
つ
け
侍
る

（４
）
云
々
…
…
さ
れ
は
貞
信

公
も
色
ゆ
る
さ
れ
給
ひ
し
ゆ
え
す
は
う
か
さ
ね
を
着
し
給
ひ
し
也

と
、
そ
れ
は
禁
色
聴
許
者
が
常
に
着
る
下
襲
で
あ
る
、
と
注
記
し
て
い
る
。

凡
蘇
芳
色
者
。
親
王
以
下
、
参
議
以
上
。
非
参
議
三
位
。
及
靖
妻
女

子
。
井
孫
王
並
聴
＾
着
用
「

蘇
芳
色
の
着
用
に
は
、

『延
喜
式
』

（弾
正
台
）
に
右
の
通
り
の
規
程

が
あ
る
。
又
、

『延
喜
式
』

（弾
正
台
）
に
は
、

「
凡
諸
禁
色
者
。
惣
雖

‘
下
衣
・
不
レ
聴
・
服
用
・
」
の
規
程
も
あ
る
の
で
、
蘇
芳

（下
）
襲
は

非
参
議
四
位
以
下
の
者
に
は
服
用
出
来
な
い
、
即
ち
、
禁
色
と
な
る
。
忠

平
は
、
禁
色
を
聴
さ
れ
た
慶
に
、
恐
ら
く
初
め
て
、

「
蘇
芳
が
さ
ね
」
を

着
た
と
推
測
す
る
。
従

っ
て
、
こ
の
時
忠
平
は
、
非
参
議
四
位
以
下
で
あ

っ
た
、
と
推
定
さ
れ
よ
う
。
な
お
、
彼
の
場
合
、
参
議
任
官
に
事
情
が
あ

る
。
そ
れ
に
順
子
が
昌
泰
三
年
に
実
頼
を
出
産
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す

る
と
、
非
参
議
と
い
う
よ
り
前
参
議
と
さ
れ
る
時
代
と
言
っ
た
方
が
よ
か

ス？
つ
。
と
こ
ろ
で
、

『延
喜
式
』
の
施
行
は
康
保
四
年
十
月

（
『類
楽
符
宣
抄
』

）
で
あ
り
、
蘇
芳
色
着
用
の
件
は

「衣
服
令
」
を
改
め
た
官
符
を
そ
れ
ま

で
出
し
た
形
跡
が
見
当
ら
な
い
。
そ
こ
で
、

「衣
服
令
」
の
蘇
芳
着
用
の

規
定
を
見
る
と
、

「
凡
服
色
。
自
。
黄
丹
。
紫
。
麒
謝
。
緋
。
紅
。
黄
橡
。

編
。
蒲
両
。
緑
。
紺
。
線
。
桑
。
黄
。
楷
衣
。
柴
。
橡
。
墨
。
如
此
之
属
。

当
色
以
下
。
各
兼
得
レ
服
之
」
と
あ
る
。
こ
れ
に

『令
義
解
』
は
、

「
謂
。

候
令
。
着
紫
之
人
。
兼
得
服
蘇
芳
以
下
諸
色
之
類
…
…
」
と
具
体
的
に
解

説
し
て
い
る
が
、
さ
ら
に
具
体
的
に
述
べ
る
と
、
位
色
が

「
一
位
。
…
…

深
紫
衣
。
…
…
三
位
以
上
。
浅
紫
衣
」

（
「
衣
服
令
」
）
と
、
紫
と
さ
れ

る
三
位
以
上
の
人
に
蘇
芳
以
下
緋
、
紅
、
黄
橡
。
饉
「
薔
茜
「

…
…
の
色

も
着
て
よ
い
、
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
今
は
、
皇
太
子
、
親
王
、

諸
王
、
女
性
を
除
外
し
た
、
臣
下
の
男
性
に
つ
い
て
の
規
程
を
問
題
に
し

て
い
る
。

「
衣
服
令
」
は
位
で
分
け
て
い
る
の
で
、

「
諸
官
之
中
四
位
以

上
有
・
英
才
・
之
人
奉
レ
勅
参
■
議
官
中
政
・
之
意
也
」

（
『職
原
紗
』
）
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と
さ
れ
る
参
議
の
四
位
の
者
は
、
位
色
が

「
深
緋
」
と
さ
れ
、

「
凡
服
色

…
…
紫
。
蘇
芳
。
緋
。
」
に
よ
り
、
蘇
芳
色
が
禁
色
と
な
る
。

『延
喜
式
』

で
は
参
議
に
蘇
芳
色
を
聴
し
て
い
る
か
ら
、

「衣
服
令
」
よ
り
規
制
が
緩

め
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
最
も
、
参
議
は
令
外
の
官
で
あ
る
が
。

古
老
称
‘
黒
紫
「
至
‘
参
議
以
上
「
雖
レ
可
レ
用
‘
下
襲
「
当
時
行

事
。
王
卿
井
侍
臣
。
園
「
彗
□
「
辺
∃
「
渕
「
劇
瑠
¶
劇
『

『政
治
要
略
』

（純
弾
雑
事
　
男
女
衣
服
井
資
用
雑
物
）
に
、

『延
喜

式
』

（弾
正
台
）
所
載
の

「減
紫
色
者
。
参
議
巳
上
聴
（
通
用
・
云
々
」

の

「滅
紫
」
に
つ
い
て
、
右
の
様
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。
注
意
さ
れ
る
の

は
、
傍
線
の
箇
所
で
あ
る
。
行
事
の
王
卿
が
蘇
芳
下
襲
を
着
用
す
る
と
い

う
こ
と
で
は
、
後
に
も
触
れ
る
が
、
東
宮
敦
良
元
服
の
折
、
加
冠
の
右
大

臣
の
着
用
し
た
の
が
二
藍
下
襲
で
あ
っ
た
為
そ
の
理
由
を
実
資
に
聞
か
れ

て
い
る
が
、
当
日
の
為
に
は

「
蘇
芳
下
襲
」
を
賜
っ
て
い
た
、
と
い
う
こ

と
が
思
い
出
さ
れ
る
。
行
事
の
侍
臣
と
は
、
行
事
蔵
人
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

『侍
中
群
要
』
の

「
賀
茂
祭
行
事
」
の
項
に

「御
般
日
青
色
二
藍

〈洲
徊

割
国
「
ヨ
翻
謝
「
コ
村
何
割
〉
」
と
あ
る
の
が
思
い
合
わ
さ
れ
る
。
で
は
、

次
に
実
際
に
禁
色
聴
許
の
人
が
ど
う
い
う
服
装
を
し
て
い
た
か
を

『源
氏

物
語
』
以
前
の
文
学
作
品
や
、

『栄
花
物
語
』
等
に
当
っ
て
み
る
こ
と
に

し
よ
う
。三

む
か
し
、
お
ほ
や
け
思
し
て
つ
か
う
た
ま
ふ
女
の
、
色
ゆ
る
さ
れ
た

る
あ
り
け
り
　
　
　
　
（
『
伊
勢
物
語
』
六
十
五
段
―
全
集
に
よ
る
）

…
…
よ
さ
り
の
御
ま
か
な
ひ
に
は
式
部
卿
の
女
御
、
か
ら
ゐ
十
人
、

色
ゆ
る
さ
れ
給
へ
る
か
ぎ
り
、
色
を
つ
く
し
た
て
ま
つ
れ
り
。
か
う

ゐ
た
ち
、
み
な
日
の
よ
そ
ひ
し
、
あ
め
の
し
た
の
ｏ
づ
つ
ら
し
き
あ

や
の
も
ん
を
た
て
ま
つ
り
つ
く
し
、

（
『宇
津
保
物
語
』
内
侍
の
か
み
―
宇
津
保
物
語
研
究
会
編
に
よ
る
）

色
ゆ
る
さ
れ
た
る
人
々
は
、
例
の
青
い
ろ
赤
い
ろ
の
唐
衣
に
、
地
摺

の
裳
、
表
着
は
、
お
し
わ
た
し
て
蘇
芳
の
織
物
な
り
。
た
だ
馬
の
中

将
ぞ
葡
萄
染
を
着
て
侍
り
し
。
　
　
　
　
　
　
（
『紫
式
部
日
記
』
）

皆
紅
に
葡
萄
染
の
表
着
、
柳
の
唐
衣
、
色
聴
さ
れ
た
る
は
二
重
織
物
、

た
ゞ
の
人
だ
ヽ
は
絵
書
き
、
繍
物
し
、

（
『栄
花
物
語
』
殿
上
花
見
）

豊
前
と
い
ふ
采
女
は
、
典
薬
頭
重
雅
が
じ
る
人
な
り
け
り
。
葡
萄
染

の
織
物
の
、
指
貫
を
き
た
れ
ば
、

「
重
雅
は
、
色
ゆ
る
さ
れ
に
け
り
」

な
ど
山
の
井
の
大
納
言
笑
ひ
給
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『枕
草
子
』
）

等
の
例
が
見
ら
れ
る
が
、
女
性
の
場
合
だ
け
で
あ
る
。
た
だ
、
最
後
の
例

は
采
女
の
騎
馬
装
束
を
愛
人
の
重
雅
に
見
立
て
愚
弄
し
て
い
る
の
だ
が
、

葡
萄
染
の
織
物
の
指
貫
が
典
薬
頭

（
５
）
重
雅
に
は
禁
色
で
あ
る
こ
と
を

示
し
て
い
よ
う
。
ち
な
み
に
典
薬
頭
は
従
五
位
下
相
当

（官
位
令
）
。

以
上
、
男
性
の
禁
色
装
束
を
記
し
た
も
の
は
全
く
な
く
、
典
薬
頭
重
雅

に
見
立
て
た
采
女
の
装
束
の
記
述
か
ら
し
か
そ
れ
を
窺
う
こ
と
が
出
来
な

い
、
と
い
う
状
況
で
あ
る
。
な
お
、
次
の
、

『源
氏
物
語
』
に
見
え
る
、

浅
葱
の
心
や
ま
し
け
れ
ば
、
内
裏
へ
参
る
こ
と
も
せ
ず
、
も
の
憂
が
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り
た
ま
ふ
を
、
五
節
に
こ
と
づ
け
て
、
直
衣
な
ど
、
さ
ま
か
は
れ
る

□
劇
劉
創
利
ｄ
参
り
た
ま
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（少
女
）

と
、
六
位
の
緑
抱
着
服
に
劣
等
感
を
抱
く
夕
霧
が
、

「色
ゆ
る
さ
れ
て
」

い
る
例
で
あ
る
が
、

『河
海
抄
』
に
、

「
殿
上
六
位
聴
直
衣
也
蒙
禁
色
雑

抱
之
宣
旨
敷
或
説
云
被
加
職
事
欺
六
位
職
事
着
禁
色
之
故
也
」
と
記
し
て

い
る
。

『細
流
抄
』
に
は
後
の
、　
国
口
記
』
仁
平
元
年
十

一
月
十
七
日
条

の

「今
夕
五
節
参
内
師
長
等
蒙
聴
直
衣
之
宣
旨
束
帯
参
入
似
レ
無
‘
面
目

・
働
不
‘
参
内
一
云
々
」
に
よ
り

「
五
節
の
次
上
古
直
衣
を
聴
敗
夕
霧
も

此
次
直
衣
を
聴
と
見
え
た
り
」
と
注
記
す
る
。
そ
の
例
は
却
っ
て
夕
霧
の

例
が
影
響
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
が
。
雑
抱
だ
け
で
禁
色
の
件
は
何
も

記
さ
な
い
の
で
、
そ
れ
は
な
い
、
と
実
隆
は
考
え
て
い
た
と
推
測
す
る
。

そ
れ
に
し
て
も

『胡
曹
抄
』
、

『桃
華
薬
葉
』
の
著
者
兼
良
が

『花
鳥
余

情
』
に
何
も
記
し
て
い
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。

で
は
、
次
に
、
忠
平
、
実
資
、
行
成
、
道
長
の
日
記
を
見
て
み
よ
う
。

な
お
、
師
輔
の
場
合
、
女
性
の
禁
色
宣
旨

一
例
の
記
述
が
現
存
す
る
。
忠

平
以
下
の
人
の
場
合
も
、
女
性
の
例
は
除
外
す
る
。

現
存
す
る
、
忠
平
の
日
記

『貞
信
公
記
』

（大
日
本
古
記
録
）
は
、
勿

論
、
完
全
な
型
で
は
な
い
が
、
延
喜
七
年
正
月

一
日
の
条
か
ら
見
る
こ
と

が
出
来
る
。
ち
な
み
に
、
と
き
に
忠
平
は
二
十
八
歳
。
こ
れ
に
彼
の
禁
色

聴
許
の
件
は
見
ら
れ
な
い
。
が
、
他
の
人
の
そ
れ
が
二
箇
所
に
見
ら
れ
る
。

一
箇
所
は
女
性
。

兼
明
朝
臣

。
後
連
…
…
禁
色

・
雑
抱
宣
旨
仰
下
、

（
『貞
信
公
記
抄
』
承
平
二
・
正

。
廿

一
）

こ
こ
に
は
、
禁
色
聴
許
者
の
装
束
に
関
す
る
記
述
は
全
く
な
い
。
兼
明

は
、
こ
の
宣
旨
の
下
る
少
し
前
、
同
月
七
日
に
初
叙
さ
れ
て
い
る
。　
一
世

源
氏

（醍
醐
皇
子
）
に
Ｌよ
り
従
四
位
上
と
高
い
。
同
十

一
日
に
は
昇
殿
を

聴
さ
れ
て
い
る
。
俊
連
は
六
位
蔵
人

（同
書
　
承
平
二

・
二
。
十
七
）
。

彼
の
場
合
、
蔵
人
の
官
職
に
伴
う
禁
色
聴
許
と
見
ら
れ
る

（Ｂ
）
。
兼
明
、

忠
平
の
そ
れ
と
は
事
情
が
異
な
る

（
Ａ
）
。

Ａ
ｌ
左
少
将
登
朝
被
聴
禁
色

（
『小
右
記
』
永
詐
二

・
十

・
廿
七
―
夫

日
本
古
記
録
に
よ
る
）

２
兵
部
大
輔
被
聴
禁
色

（
『
権
記
』
長
徳
元

・
十

。
十
九
―
史
料
纂
集
に
よ
る
）

３
左
近
衛
少
将
公
信
朝
臣
聴
禁
色
云
々
　

（同
書
　
長
保
二

・
二
・
七
）

（菫
濾
〉

４
太
郎
君
元
服
…
…
冠
者
正
五
位
下
…
…
大
夫
被
免
禁
色
、
即
給
御
衣

一〓
々
、

（同
書
　
長
保
五

・
二

・
廿
）

５
頭
中
将
宿
来
云
、
頼
通
被
禁
色
者

（
『御
堂
関
自
記
』
）
長
保
六

・
正

・
七
―
大
日
本
古
記
録
）

６
仰
左
大
臣
可
聴
左
兵
衛
佐
道
雅
禁
色
之
事
、
大
臣
被
仰
善
言
朝
臣
、

令
召
弾
正
検
非
違
使
道
雅
者
、
今
日
出
居
、
働
更
不
改
装
束

（
『権
記
』
寛
弘
三

・
七

・
汁

（６
）
）

７
左
大
臣
於
御
前
被
定
…
…
禁
色
人
等

〈
…
‥
・左
近
中
将
公
信

・
右
近

中
将
頼
宗

・
春
宮
亮
道
雅

。
公
成
、
已
上
皆
旧
主
御
時
禁
色
人
也
、

公
信
被
聴
禁
色
後
補
蔵
人
頭
者
也
、
頼
宗
今
日
被
聴
禁
色
、
即
叙
三

口ｍ、　
・‥
・‥
〉

（
『小
右
記
』
寛
弘
八

・
八

・
十

一
）

８
能
信
朝
臣

・
兼
経
等
禁
色
宣
旨
下
了



（
『御
堂
関
自
記
』
寛
弘
九

・
十

・
廿
五
）

９
兼
綱
朝
臣
被
免
禁
色
　
　
　
　
　
（同
書
　
長
和
三
・
十

一
。
十
二
）

１０
右
中
弁
定
頼
初
被
聴
禁
色
、
未
知
其
由
、
宣
旨
下
後
、
問
父
大
納
言
、

答
云
、
従
宮
被
聞
中
宮
云
々
者
、
宮
常
令
恥
不
着
禁
色
之
事
者
、

（
『
小
右
記
』
長
和
五

・
三
。
三

（
７
）
）

Ｂ
ｌ
頭
中
将
禁
色
宣
旨
下
、
被
給
下
襲

・
表
袴
、
中
将
執
之
、
進
庭
中
拝

之
、
隋
便
欺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（同
書
　
水ヽ
延
三

・
二
・
廿
七
）

２
晩
頭
々
馬
来
云
、
昨
日
被
レ
下
‘
禁
色

・
雑
抱
宣
旨
・、即
着
‘
禁
色

一、
左
相
府
下
襲

・
表
袴
者
　
　
　
　
（同
書
　
寛
弘
八

・
七

・
廿
四
）

３
入
夜
前
常
陸
介
師
長
密
語
云
、
蔵
人
登
任
初
可
着
綾
可
用
左
三
位
中

将
蘇
ガ
「
到
、
已
以
如
泥
、　
一
日
許
可
着
也
、
除
日
間
欲
令
着
鮮
明

下
襲
、
…
…
有
歎
息
気
、
働
与
未
着
之
桜
色
下
襲
、
感
悦
将
去

（同
書
　
長
和
二

・
正

・
廿
）

実
資
、
行
成
、
道
長
の
日
記
に
見
ら
れ
る
禁
色
宣
旨
の
全
例
で
あ
る
。

但
し
、
Ｂ
の
例
は
任
意
に
よ
る
。
忠
平
の
記
述
と
同
様
、
ど
の
例
も
禁
色

を
聴
さ
れ
た
こ
と
だ
け
の
簡
単
な
記
述
で
、
こ
れ
ら
か
ら
禁
色
人
の
装
東

を
知
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
が
、
Ａ
の
中
で
は
、
４
の
頼
通
が
禁
色
聴
許

直
後
、　
一
条
天
皇
か
ら
賜
わ
っ
た

「
御
衣
」
が
、
恐
ら
く
、
禁
色
人
の
着

る
衣
服
で
あ
ろ
う
し
、
６
の
道
雅
に

「更
不
改
装
束
」
と
あ
る
の
は
、
禁

色
装
束
で
あ
ろ
う
と
推
測
す
る
。

Ａ
に
掲
げ
た
人
々
の
官
位
を
記
す
と
、
１
の
登
朝
は
左
少
将
五
位
、
２

の
実
成
は
従
四
位
下
兵
部
大
輔
、
３
の
公
信
は
右
少
将
従
五
位
上
、
４
の

頼
通
は
正
五
位
下
、
５
の
頼
通
は
従
四
位
下
右
少
将
、
６
の
道
雅
は
右
兵

衛
佐

（８
）
、
７
の
公
信
は
正
四
位
下
左
中
将
兼
内
蔵
頭
、
頼
宗
は
正
四

位
下
右
中
将
、
道
雅
は
春
宮
亮

（９
）
、
公
成
は
従
五
位
下
、
８
の
能
信

は
従
四
位
下
中
宮
権
亮
兼
少
納
言
、
兼
経
は
正
五
位
下
左
権
少
将
、
９
の

兼
綱
は
右
馬
頭
、
１０
の
実
頼
は
従
四
位
上
右
中
弁
兼
中
宮
権
亮
、
と
い
っ

た
状
況
で
、
公
卿
の
例
は
皆
無

（
１０
）
。

Ｂ
の
例
は
、
蔵
人
頭
の
職
に
伴
う
禁
色
勅
許
の
場
合
で
あ
る
。

『吏
部

王
記
』

（九
条
家
本
即
位
部
類
記
所
引
）
天
慶
九
年
五
月

一
日
の
条
に

「
大
納
言

〈師
輔
〉
宣
」
と
し
て
蔵
人
頭
正
四
位
下
修
理
大
夫
平
朝
臣
隋

時
以
下
、
五
位
二
人
、
六
位
四
人
の
蔵
人
、

「
已
上
七
人
可
聴
禁
色
」
と

し
て
見
ら
れ
る
。
２
の
藤
原
通
任
は
、
そ
の
禁
色
宣
旨
の
四
十
日
前
、
六

月
十
三
日
蔵
人
頭
に
補
せ
ら
れ
て
い
る
。

「
被
レ
下
‘
禁
色

・
雑
抱
宣
旨

ヽ
即
着
＾
禁
色
¨
」
、
通
任
は
禁
色
宣
下
直
後
禁
色
を
着
て
い
る
。
続
い

て
、

「左
相
府
下
襲

・
表
袴
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
時
着
た
衣

服
で
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
。

「左
相
府
」
と
は
、
正
三
位
左
大
臣
道
長
の

こ
と
。
１
の
公
任
は
そ
の
禁
色
宣
旨
の
四
日
前
、
二
十
三
日
に
蔵
人
頭
に

補
せ
ら
れ
て
い
る
。
彼
の
禁
色
宣
旨
の
場
合
に
も
、

「
下
襲

・
表
袴
」
の

こ
と
が
見
ら
れ
、
こ
れ
は
天
皇
か
ら
賜

っ
て
い
る
。

『
侍
中
群
要
』
の

「
初
著
禁
色
時
」
の
項
に
、

「
申
可
然
人
御
下
襲
表
袴
著
近
代
下
冠
云
々
」

と
あ
る
の
が
思
い
合
わ
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
蔵
人
の
場
合
だ
け
で
は
な

い
だ
ろ
う
。
前
述
の
通
り
、
頼
通
に
下
賜
さ
れ
た

「
御
衣
」
等
、
そ
れ
で

あ

っ
た
と
推
測
す
る
。
忠
平
の
、
あ
の

「
蘇
芳
が
さ
ね
」
も
醍
醐
天
皇
、

或
い
は
宇
多
院
の
下
賜
品
で
は
な
か
っ
た
か
と
想
像
す
る
。

注
意
さ
れ
る
の
は
、
３
の
場
合
で
あ
る
。
初
の
綾
装
束
に
、
泥
の
様
に
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黒
ず
ん
だ
蘇
芳
下
襲
を
着
る
予
定
の
登
任
に
、
除
目
の
期
間
だ
け
で
も
色

彩
の
美
し
い
下
襲
を
着
せ
て
や
り
た
い
と
歎
く
師
長
の
親
心
に
同
情
し
た

実
資
は
、
未
着
の
桜
色
下
襲
を
彼
に
与
え
て
い
る
。
こ
れ
に
は
禁
色
聴
許

の
語
句
は
見
ら
れ
な
い
が
、
蔵
人
の
職
に
伴
う
そ
れ
の
場
合
で
、
登
任
は

こ
の
記
事
の
五
日
前
に
蔵
人
に
補
せ
ら
れ
て
い
る
。

「綾
」
は
、

『延
喜

式
』
に

「
凡
綾
者
、
聴
用
五
位
巳
上
朝
服
、
六
位
以
下
不
得
服
用
」
、

『
西
宮
記
』
の

「
下
襲
」
の
項
に
、

「
蘇
芳

〈
…
…
〉
桜

〈
…
…
〉
藤
柳

〈
…
…
〉
葡
萄

〈
…
…
〉
紅
邸
蜀

〈打
、
用
平
絹
〉
二
藍
、
青
、
赤
、
黄
、

朽
葉
、
自
襲

〈
…
…
〉
自
柳
、
青
朽
葉
之
外
、
公
卿
不
服
平
絹
」
と
あ
り
、

又

『吏
部
王
記
』
天
暦
元
年
十

一
月
十
七
日
条
に

「
公
卿
節
会
日
得
用
綾
」

と
あ
る
。
従
っ
て
、

「綾
」
は
六
位
の
者
に
は
禁
色
と
な
る
が
、
蔵
人
に

な
れ
ば
着
る
こ
と
も
出
来
る
の
で
あ
る
。

「
初
可
着
綾
可
用
左
三
位
中
将

蘇
芳
下
襲
」
と
は
、
前
記
の
、

『
侍
中
群
要
』
の

「
初
著
禁
色
時
」
の

「
申
可
然
人
御
下
襲
表
袴
著
」
に
当
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
注
意
さ
れ

る
の
は
、
登
任
が
初
め
て
禁
色
着
用
の
為
に
用
意
し
た
の
が
、
あ
の
、
忠

平
が
禁
色
聴
許
の
御
礼
参
り
の
時
着
用
し
た

「
蘇
芳
が
さ
ね
」
と
同
様
だ

と
言
う
こ
と
で
あ
る
。

以
上
の
通
り
、
禁
色
聴
許
の
人
の
服
装
を
具
体
的
に
記
し
た
も
の
は
殆

ど
見
ら
れ
な
い
が
、
唯

一
、
蔵
人
の
場
合
に
、
初
め
て
そ
れ
を
着
る
日
の

為
に

「
蘇
芳
襲
」
を
用
意
し
て
い
る
例
が
見
ら
れ
た
。
貴
重
な
例
と
さ
れ

よ
う
が
、
忠
平
の
禁
色
聴
許
の
条
件
と
は
異
な
る
し
、
例
も
あ
ま
り
に
も

少
な
い
の
で
、
次
に

「蘇
芳
が
さ
ね
」
の
例
を
先
の
文
学
作
品
、
史
料
等

に
当
っ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

四

ま
ず
、

『枕
草
子
』

（岩
波
大
系
）
の

「
下
襲
は
」
の
項
を
み
る
と
、

冬
は
脚
踊
。
桜
。
掻
練
襲
。
翻
樹
製
。
夏
は
二
藍
。
自
襲
。

と
、
蘇
芳
襲
は
冬
物
の
下
製
の
第
四
位
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

『桃
華
薬

葉
』
の
、
前
記
の
箇
所
に
は
蘇
芳
襲
は

「夏
下
襲
」
と
し
て
掲
げ
て
い
た

が
、
そ
の
箇
所
の
前
に

「冬
は
…
…
下
襲
は
。
蘇
芳
の
打
下
襲
と
い
ふ
物

也
。
本
は
打
べ
き
を
。
近
代
は
板
引
に
す
る
也
。
」
と
、
冬
に
も
掲
げ
て

い
る
。

『
西
宮
記
』
、

『侍
中
群
要
』

（続
々
群
書
類
従
）
の

「
下
襲
」

の
項
に
、
各

「
蘇
芳

〈夏
冬
着
之
〉
」
、

「
蘇
芳

〈四
時
用

（著
イ
）
之
〉

」
と
あ
る
。
清
少
納
言
は
、
夏
の
蘇
芳
襲
を
好
ま
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

年
中
着
ら
れ
て
、
季
節
感
が
な
い
、
と
で
も
清
少
納
言
に
は
思
わ
れ
て
、

冬
物
の
第
四
位
に
し
か
蘇
芳
襲
を
掲
げ
な
か
っ
た
か
。
な
お
、

『
西
宮
記
』

の

「
下
襲
」
の
項
に
は
、
蘇
芳
を
第

一
に
掲
げ
て
い
る
。

『宇
津
保
物
語
』
に
は
、

か
く
て
そ
の
日
に
な
り
て
、
大
将
か
け
給
つ
。
御
よ
ろ
こ
び
と
て
、

御
さ
う
ぞ
く
引
覇
引
洲
創
利
、
れ
う
の
う
へ
の
は
か
ま
な
ど
…
…
さ

う
ぞ
き
て
い
で
給
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（蔵
開
上
）

と
、
禁
色
聴
許
の
折
で
は
な
い
が
、
右
大
将
に
着
任
し
た
仲
忠
が
、
前
述

の
忠
平
同
様
、
御
礼
の
挨
拶
に
出
掛
け
る
時
に
蘇
芳
襲
を
着
て
い
る
。
時

に
、
仲
忠
は
中
納
言
。
位
は
正
四
位
に
叙
さ
れ

（吹
上
下
）
て
以
来
こ
の



と
き
ま
で
記
す
こ
と
が
な
い
。
中
納
言
も
近
衛
大
将
も
従
三
位
相
当
。
又
、

先
祖
の
遺
文
を
天
皇
に
進
講
し
た
時
に
も
仲
忠
は
蘇
芳
襲
を
着
て
い
る
。

一
宮
三
品
、
そ
ち
の
そ
ち
の
宮
四
品
…
…
ふ
た
所
は
、
と
が
ゆ
る
さ

れ
給
へ
り
。
六
の
み
こ
は
ま
だ
し
。
み
な
洲
測
¶
鮒
翻
ヨ
倒
の
れ
う
の

う
へ
の
は
か
ま
き
給
へ
り
。

（蔵
開
下
）

年
賀
に
参
内
し
た
仁
寿
殿
所
生
の
皇
子
達
が
、
蘇
芳
襲
を
着
て
い
る
。

犬
宮
誕
生
の
折
の
祝
宴
で
三
宮
も
、

「く
ろ
ら
か
な
る
か
い
ね
り

一
か
さ

ね
、
は
な
だ
の
き
の
さ
し
ぬ
き
、
お
な
し
な
を
し
。
引
利
引
洲
創
利
倒
ｕ

測
洲
劃
剌
た
て
ま
つ
り
て
」

（蔵
開
上
）
と
、
直
衣
に
で
あ
る
が
、
蘇
芳

下
襲
を
着
て
い
る
。

御
さ
う
ぞ
く
は
、
わ
き
あ
け
の
あ
を
き
し
ら
つ
る
ば
み

。
あ
や
の
う

へ
の
き
ぬ

。
引
刷
副
洲
■
劇
硼
到
倒
。
れ
う
の
う
へ
の
は
か
ま
、
ら
で

ん
の
た
ち
か
ら
く
み
の
を
つ
け
て
ま
つ
り
、
　
　
　
　
　
（吹
上
上
）

冷

（嵯
峨

一
世
源
氏
）
、
仲
忠

（侍
従
）
、
仲
頼

（右
近
少
将
）
、
行

正

（左
兵
衛
佐
）
達
が
、
藤
井
の
宮
へ
出
掛
け
る
時
に
蘇
芳
下
襲
を
着
て

い
る
。
こ
こ
は
、

「
あ
を
き
し
ら
つ
る
ば
み
、
あ
や
の
う
へ
の
き
ぬ
」
、

即
ち
、
天
皇
の
御
抱
で
あ
る
麹
塵
抱
を
着
て
い
る
の
も
問
題
で
あ
る
。
後

に
触
れ
る
が
、
そ
の
麹
塵
抱
は
行
幸
、
内
宴
等
の
折
に
は
殿
上
人
以
上
の

者
が
着
て
い
る
。
仲
忠
、
冷
等
の
場
合
、
私
的
な
旅
行
で
そ
れ
を
着
て
い

る
の
で
あ
る
。
或
い
は
種
松
の
、

「
わ
が
く
に
の
う
ち
に
だ
に
わ
れ
ひ
と

り
し
て
、
こ
く
王
の
く
ら
ゐ
に
を
と
ら
ぬ
す
ま
ゐ
せ
さ
せ
た
て
ま
つ
ら
ん
」

（吹
上
上
）
の
意
向
と
関
係
し
て
い
る
か
。
つ
ま
り
、
冷
を
天
皇
扱
い
し
、

藤
井
の
宮
へ
の
行
幸
と
見
立
て
、
行
幸
供
奉
の
人
々
の
装
束
を
さ
せ
た
の

か
、
と
も
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
蔵
人
の
場
合
も
麹
塵
抱
を
着
ら
れ
る
が
、

彼
ら
は
そ
の
職
に
は
な
い
。
と
に
か
く
、
そ
こ
に
、
麹
塵
抱
と
蘇
芳
下
襲

が
組
み
合
わ
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
は
注
意
さ
れ
よ
う
。

以
上
の
、

「宇
津
保
物
語
』
に
見
ら
れ
る
蘇
芳
襲
は
、
親
王
、
中
納
言

兼
右
大
将
、
と
言
っ
た
高
貴
な
人
が
着
て
い
る
こ
と
、
麹
塵
抱
と
組
み
合

わ
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
の
一
百
いに
留
意
さ
れ
る
。

『源
氏
物
語
』
に
は
、

求
子
果
つ
る
末
に
、
若
や
か
な
る
上
達
部
は
、
一肩
ぬ
ぎ
て
お
り
た
ま

ふ
。
に
ほ
ひ
も
な
く
黒
き
う
へ
の
き
ぬ
に
、
翻
謝
到
、
葡
萄
染
の
袖

を
、
に
は
か
に
引
き
ほ
こ
ろ
ば
し
た
る
に
、
　
　
　
　
　
（若
菜
下
）

と
、
光
源
氏
再
度
の
住
吉
参
詣
の
折
、
神
前
で
の
片
舞
い
の
上
達
部
が
蘇

芳
襲
を
着
て
い
る
。

『花
鳥
余
情
』
に
、

「
す
は
う
が
さ
ね
は
公
卿
の
下

襲
の
色
ゑ
ひ
そ
め
は
殿
上
人
の
し
た
か
さ
ね
を
い
ふ
な
り
」
と
注
記
し
て

い
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
時
の
上
達
部
は
舞
装
束
で
は
な
く
、

「
黒
き
う
へ
の
き
ぬ
」
は
位
抱
で
あ
る
か
ら
、
東
帯
で
あ
る
。
な
お
、
葡

萄
染
を
殿
上
人
の
下
襲
と
す
る
兼
良
説
は
、
長
保
五
年
の

「住
吉
参
詣
於

御
社
左
府
以
下
上
達
部
其
外
別
Ｊ
欠
合
十
人
舞
了
」
の
事
跡
を
根
拠
と
し

て
い
る
よ
う
だ
が
、
や
は
り
、
殿
上
人
の
語
句
は
本
文
に
な
い
し
、
以
下

の
理
由
か
ら
も
、
葡
萄
染
も
上
達
部
の
下
襲
と
採
る
の
が
自
然
か
と
思
う
。

右
大
臣
家
の
藤
の
花
の
宴
に
臨
ん
だ
光
源
氏
は
直
衣
姿
で
は
あ
る
が
、

「
桜
の
唐
の
綺
の
御
直
衣
、
葡
翻
梨
り
「
製
」

（花
宴
）
と
あ
る
。
時
に
、

光
源
氏
は
正
三
位
参
議
で
あ
っ
た
。
又
、
大
原
野
行
幸
供
奉
の

「左
右
大

臣
、
内
大
臣
、
納
言
よ
り
下
」

「
五
位
六
位
ま
で
」

「
青
色
の
抱
、
葡
萄
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染
り
「
製
」

（行
幸
）
を
着
て
い
る
。
又
、

「前
太
政
大
臣

〈世
号
大
殿
〉

脆
候
西
中
間
内
北
腋

〈服
赤
色
自
橡
表
衣
、
「
萄
染
「
製

・
紫
浮
文
表
袴

…
…
〉
」

（
『小
右
記
』
寛
仁
二
・
十

・
廿

一
）
従

一
位
前
太
政
大
臣
道

長
が
葡
萄
染
下
裏
を
着
て
い
る
。
従
っ
て
、
葡
萄
染
下
襲
が
殿
上
人
用
と

は
決
っ
て
い
な
い
こ
と
明
白
と
な
る
。
前
記
の
、
衣
服
令
の

「
服
色
」
の

条
に

「葡
萄
」
を
四
、
五
位
の
位
色

「緋
」
よ
り
下
位
に
し
て
い
る
こ
と

が
、
葡
萄
染
を
殿
上
人
の
下
襲
と
す
る
説
に
影
響
し
て
い
る
か
と
も
考
え

ら
れ
る
が
。
と
こ
ろ
で

「
青
色
の
抱
」
に
つ
い
て
は
、

『
河
海
抄
』
に

『吏
部
王
記
』
延
長
六
年
十
二
月
五
日
条
の
、
大
原
野
行
幸
時
の

「鷹
飼

親
王
公
卿
立
本
列
其
装
束
御
赤
色
抱
親
王
公
卿
及
殿
上
侍
臣
六
位
以
上
着

麹
園
和
」
を
典
拠
と
し
て
い
る
。
な
お
、
同
じ
く

『
河
海
抄
』
に

「
一
日

の
晴
儀
に
諸
臣
着
麹
塵
抱
也
」
と
注
記
し
て
い
る
。
朱
雀
院
へ
の
行
幸
の

折
に
も
供
奉
の

「上
達
部
、
親
王
た
ち
よ
り
は
じ
め
」

「人
々
み
な
、
青

色
に
、
桜
襲
を
着
た
ま
ふ
」

（小
女
）
と
あ
る
。

少
々
横
道
に
逸
れ
た
が
、

『
源
氏
物
語
』
で
は
、
公
卿
の
東
帯
姿
に
蘇

芳
襲
が
見
ら
れ
た
。
ち
な
み
に

『栄
花
物
語
』
に
は
、
男
性
の
蘇
芳
襲
着

服
の
例
は
な
か
っ
た
。

以
上
が
、

『源
氏
物
語
』
以
前
の
文
学
作
品
に
見
ら
れ
る
蘇
芳
襲
の
用

例
で
極
め
て
少
な
い
。

『宇
津
保
物
語
』
や

『源
氏
物
語
』
の
例
を
通
し

て
言
え
る
こ
と
は
、
蘇
芳
裏
が
親
王
、
公
卿
に
着
用
さ
れ
、
非
参
議
四
位

以
下
の
者
達
に
着
用
さ
れ
た
例
を
見
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
で
は
、

次
に
、
実
資
、
行
成
、
道
長
の
日
記
中
の
蘇
芳
襲
を
見
る
こ
と
す
る
。

１
参
御
邑
上
山
陵
…
…
公
卿
騎
馬
Ｅ
従

〈左
右
大
臣
乗
車
、
大
納
言
為

光
…
…
〉
着
麹
慶
表
御
抱

・
劇
謝
「
製
、
御
車
後
候

（
『小
右
記
』

永
観
二
。
十

・
廿
七
）

２
行
幸
左
府
土
御
門
第
…
…
底
従
左
大
臣

〈御
後
〉
…
…
左
大
臣
着
蘇

謝
引
ぺ
困
「
製
　
　
　
　
　
　
　
（同
書
　
長
和
三
・
九

。
十
六
）

３
伊
勢
斎
内
親
王
…
…
行
藤
…
…
中
納
言
教
通

〈着
蘇
芳
川

へ
劇
、
行

幸
日
父
相
府
装
束
相
同
、
〉

（同
書
　
同
廿
七
日
）

４
皇
太
弟
初
現
…
…
以
公
成
令
啓
慶
、
御
拝

［
ミ
セ
ケ
チ
卵
］
了
、

〈御
装
束
＠
腋
御
衣
翻
謝
劉
「
製
〉

（
同
書
　
寛
仁
元

・
八

・
廿

一
）

５
皇
太
弟

〈敦
良
〉
加
元
服
…
…
加
冠
右
大
臣
…
…
博
右
大
臣
参
入

〈着
二
藍
下
襲
、
間
案
内
、
日
、
翻
謝
「
製
装
束
遅
給
、
働
着
二
藍

下
重
者
、
〉
　

（
同
書
　
寛
仁
三

・
八

・
廿
八
）

１
の
、
村
上
山
陵
御
幸
の
折
の
円
融
院
は
麹
塵
御
抱
に
蘇
芳
下
襲
を
着

て
い
ら
れ
る
。
２
は
正
三
位
左
大
臣
道
長
が
、
３
は
従
二
位
権
中
納
言
教

通
が
蘇
芳
引
へ
木
下
襲
を
着
て
い
る
。
教
通
着
用
の
そ
れ
は
父
道
長
が
２

で
用
い
た
も
の
ら
し
い
。
な
お

「
引
へ
木
下
襲
」
に
つ
い
て
は
、

『胡
曹

抄
』

（
『装
束
集
成
』
所
引
）
に
、

「夏
冬
下
襲
色
事
、
打
下
襲

〈表
裏

引
個
困
也
…
…
〉
」
と
あ
る
。
４
は
東
宮
敦
良
が
蘇
芳
下
襲
を
着
て
い
る
。

５
で
は
、
東
宮
元
服
の
加
冠
正
三
位
右
大
臣
公
季
が
二
藍
下
襲
を
着
た
こ

と
で
、
実
資
か
ら
事
情
を
尋
ね
ら
れ
、

「
蘇
芳
下
襲
装
束
遅
給
」
と
答
え

て
い
て
、
本
来
、
蘇
芳
下
襲
を
着
る
べ
き
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

以
上
、

『
小
右
記
』
だ
け
で
、
数
も
五
例
と
少
な
い
が
、
蘇
芳
下
襲
は

上
皇
、
東
宮
、
正
三
位
左
大
臣

。
右
大
臣
、
従
二
位
権
中
納
言
、
と
い
う

高
貴
の
人
々
が
着
て
い
る
。
非
参
議
四
位
以
下
の
着
用
は
皆
無
。
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次
に
、
絵
巻
物
、
と
言
う
と
十
二
世
紀
の
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
が
、

少
し
見
て
み
よ
う
。

『
信
貴
山
縁
起
絵
詞
』
の
延
喜
加
持
の
巻
に
、
勅
使

が
清
涼
殿
の
階
の
下
か
ら
命
蓮
と
の
会
見
報
告
す
る
の
を
、
広
廂
に
座
し

な
が
ら
振
り
返

っ
て
聞
く
二
官
人
の
東
帯
姿
に
、
薄
物
の
黒
抱
、
蘇
芳
下

襲
、
黒
半
臀
が
見
ら
れ
る
。
又
、

『伴
大
納
言
絵
詞
』
の
中
巻
、
無
実
の

罪
を
天
に
訴
え
る
源
信
の
東
帯
姿
に
、
黒
の
藻
勝
見
文
様
の
縫
腋
の
抱
、

蘇
芳
下
襲
が
見
ら
れ
る
。
又
、
舎
人
を
尋
問
す
る
二
官
人
に
、
綜
色
無
文

の
縫
腋
の
抱
、
蘇
芳
下
襲
が
見
ら
れ
る
。

源
信
は
、
応
天
門
の
変
の
時
、
正
三
位
左
大
臣
で
あ
り
、
こ
の
人
に
蘇

芳
下
襲
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
注
意
さ
れ
る
。

『
信
貴
山
縁
起
』
の
東
帯
姿

の
二
官
人
の
官
位
は
、
詞
書
に
記
さ
れ
て
い
な
い
。
三
位
公
卿
、
三
位
以

上

（角
川

。
中
央
公
論

『信
貴
山
縁
起
絵
詞
』
）
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

舎
人
を
尋
問
す
る
二
官
人
は
蔵
人
尉

（角
川

『伴
大
納
言
絵
詞
』
解
説
）

と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

以
上
、
忠
平
が
禁
色
を
聴
さ
れ
た
御
礼
の
挨
拶
に
中
宮
御
所
に
参
上
し

た
時
着
用
し
た

「
蘇
芳
が
さ
ね
」
を
通
し
て
種
々
述
べ
て
き
た
が
、
彼
の

禁
色
聴
許
の
時
期
に
ま
で
及
ぼ
す
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
追

っ
て
述
べ

る
こ
と
に
し
た
い
。

注
（１
）
菅
原
君
は
、
順
子

（
公
卿
補
任

。
本
朝
皇
胤
紹
運
録
）
、
傾
子

（
一
代
要
記

。
大
鏡
裏
書
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）
古
注
釈
は
温
子
崩
御

（延
喜
七

・
六

・
八
）
以
前
と
し
て
い
る
こ

と
に
な
る
。

（３
）
服
紀
を
三
ヶ
月

（古
注
釈
）
、　
一
年

（大
系
等
）
と
す
る
説
が
あ

る
。

「
喪
葬
令
」
に
は
、
妻
の
服
紀
は
二
月
、
と
す
る
。

（４
）

『桃
華
薬
葉
』

（群
書
類
従
）
の
当
箇
所
は

「
夏
は
。
縄
α
遠
菱

の
文
、

〈摂
家
は
た
て
び
し
。
冬
の
下
襲
の
う
ら
に
お
な
じ
。
〉
蘇

芳
に
て
く
ろ
む
以
下
同
文
」
と
あ
り
、

「聴
＾
禁
色
一
人
常
に
着
之
」

の
割
注
は
な
い
。
な
お
、
こ
れ
を

『胡
曹
抄
』
に
は
記
し
て
い
る
。

（
５
）
当
時
、
重
雅
は
権
医
博
士
か

（
『枕
草
子
解
環
』
）
。

（
６
）

（７
）

『御
堂
関
白
記
』
に
も
禁
色
記
事
あ
り
。

（８
）

（９
）
道
雅
の
官
位
歴
は

『公
卿
補
任
』
の
尻
付
け
に
詳
記
さ
れ

な
い
。

（１０
）
小
川
彰
氏

「古
記
録
記
事
を
通
し
て
み
た
る
禁
色
勅
許
」

（
「
国

史
学
」
昭
六
十

・
十
）

（し
ま
だ

。
と
よ
こ
　
園
田
学
園
女
子
短
期
大
学
）
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